
 

 

 

 

 

 

 

２０２４年（令和６年） 
 

 

 

 

 

２０２４年（令和６年）は、十干
じっかん

が

「 甲
きのえ

」、十二支
じゅうにし

が「辰
たつ

」で、干支
え と

は『甲辰
きのえたつ

』

です。 

「甲」は、十干の最初に出てくるもので、
その文字から種子が厚い皮に守られてい
る状態などを連想させ、生命や物事の始
まりや成長も意味しているとも言われて
いるそうです。 
「辰」は“振るう”という文字に由来し

ており、自然万物が振動し、草木が成長し
て活力が旺盛になる状態を表すそうです。

辰は竜（龍）のことでもあります。 
これらのことから『甲辰』の年は、

「豊富な栄養を蓄えた種子が、自然
万物の振動に促されるように生命の
芽を出し、成長し大樹となる。」とも
解釈されています。 
２０２３年（令和５年）もあと数

日となりました。２０２４年（令和
６年）が、盛の子どもたちにとって
大きく成長を感じられる年になるこ
とを願いながら新年を迎え、令和６
年１月１８日の第３学期始業式で、再び子どもたちの笑顔に会
えることを心から楽しみにしています。 
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じ
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ま
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な
か
っ
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ど
、
は
じ
め
さ
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ゆ
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リアスオーケストラ 様            県立大船渡病院（助産師） 様 
 

 
 

皆様ご存知のとおり、今年度は盛小学校創立 150

周年を記念した内容で学校行事等を実施しておりま

す。この度、その記念事業のひとつとして、盛小学校

を会場に「市長出前講座・トークセッション（ＰＴＡ主催）」

を開催する運びとなりました。 

お気づきの方もいらっしゃると思いますが、現在、

大船渡市役所、大船渡市議会、大船渡市教育委員会そ

れぞれのトップがいずれも盛町の方々です。それは

まるで盛小創立１５０周年を祝うかのような華やか

な状況で、錚々たる顔ぶれです。出身校である盛小学

校とすれば、本当に誇らしいことであり、つい自慢し

たくなってしまいます。（日本人的には、あまり強調

しない方がいいでしょうか？） 

それぞれの立場の代表の方やＰＴＡ及び盛小職員

のメンバーを交えてのトークセッションです。盛町

出身の方々が、大船渡市行政の中心を担っているか

らこそ訊くことができる、語ることができるトーク

セッション（公開討論会）となる予感がします。今後

二度とないかもしれないこの機会を逃さずに、ぜひ

参加されることをお勧めします。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ 
     第３学期始業式 

★全校４時間授業 
 下校 12:10 頃 
 

 身体測定  

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ 

  ５,６年読み聞かせ 
 委員会活動 
 
＊ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校 

 児童会朝会 
（児童会任命式） 

★全校５時間授業 
 下校 14:50 頃 
 
《校内研究会》 

 
 
 

《分掌部会》 

 
 
《JRC 事例発表 

研究会》 

 

２８ ２９ ３０ ３１ 
冬休み作品展 

令和６年１月２４日（水）～２６日（金） 
  ３,４年読み聞かせ 

 委員会 
 

 全校朝会 

 

 

大船渡市立盛小学校 
創立１５０周年記念事業 

市長出前講座・トークセッション 
 

１ 主 催  盛小学校ＰＴＡ 

２ 日 時  令和５年１２月２７日（水） 
     １５：３０ ～ １６：３０ 

３ 会 場  盛小学校 

４ トークセッション登壇者 ※敬称略 
○ 渕上 清（大船渡市長） 

○ 佐藤公精（学校運営協議会 

地域コーディネーター） 

○ 迎山 光（盛小ＰＴＡ会長） 

○ 小嶋秀一（盛小副校長） 
      ※いずれも盛小出身です。 

５ 参加対象 
 ・ＰＴＡ会員 ・教職員 

 ・５、６年希望児童 ・その他 


